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3牧 柵構造は,主柱間隔が外柵 ・内柵とも4m間隔,架線段数が外柵 ・内柵とも4段張 り,架線間



























III.家畜行動 か ら、みた牧柵の機能 と構造
1,柵外への採 食 回数は架 線の中央に10cmの弛みのある方が弛みのない場合 よ りも多 く,脱柵回数
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は架 線 間 隔 の広い牧 柵 ほど多 く(図7),牧柵の維持 管 理上 、架線を弛 ませてはな らないことが示唆 さ
れた。 また,脱 柵は コーナー柱が倒れた場合に多かった。 これは,コ ーナー柱が積雪沈降荷重によって
倒れた揚合 を想定 した ものであるが,架 線が弛んで張力がな くな り柵外への採食行動中に上段の架線 ほ










4有 刺鉱線4段 張 り,主 柱間隔4,5お よび6mで,標 準的な慣行型牧柵 と,こ れと対比 するため
に試作 した牧柵2種 類 を用いて柵外への採食行動を観察 した。架線の高 さお よび根入れ深 さは,慣 行型
牧柵が地上30,60,90,120cmおよび地 ド55cm,試作1型 牧柵 が30,55,80,120cmおよ び55cm,試作 皿型
牧柵が30,50,75,110cmおよび65cmとした。その結果,採:食圓数 は主柱間隔が狭 くな るほ ど少なくな り,
試作1・ 皿型の方が慣行型よ りも少な く,ま た,試 作 皿型は柵外への採 食:行動 を効果的に規制 し,主 柱
間隔4mが 架線間か らの採食時間 を短縮 できた(図9)。 この ことか ら有刺鉄線牧柵では画一的な架線間

















柵システムは慣行型牧柵の問題点を解決 し,牛群管理上合理的な構造で複雑地形 ・山地傾斜地 ド多雪地
でも機能し無雪害とな り,維持管理の簡易性 ・耐久性を有し,低コス トな施工や維持管理となることを
実証し,積雪地用牧柵システムが妥当なものであることを確認した。
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図3.虫 柾か ら断線 までの距離 と断線割合a)
・):北⊥汕 系新順 働 也区の調査結果
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一一一 柵外への 平均採 食距離











































図11.積雪地 用牧柵 システ ムの概念図
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審 査 結 果 の 要 旨
わが国の放牧地は主に積雪寒冷地帯の山地,傾斜地に分布 している。牧棚はこのような放牧地
における家畜管理の重要な施設であるが,これまで研究の対象として取 り上げられたことはほと
んどなかった。
著者は,東北地方の積雪地帯における牧棚について詳細な実態調査を行い,問題点を摘出し,
造構学と家畜行動学の両面から研究を進め,つ ぎの成果を得た。まず,造構学の面から積雪との
関連で牧棚の構造と機能について考究 し,牧棚架線の弛みと断線,棚柱の傾倒や折損等いわゆる
雪害の発生機作を明らかにした。その結果,現 在慣行的に用いられている有棘鉄線は鋼線よりも
大きな積雪沈降荷重を受けること,また,補強のために棚柱に施工される支柱は,積雪の移動圧
によって棚柱の傾倒折損を助長 していることを明らかにした。つぎに家畜行動学の面から,牧棚
の隔障機能について研究を進め,放牧家畜が脱棚する要因と条件を明らかにした。脱棚の端緒 と
なるのは架線の間から頭を出して棚外で採食す ることである。著者は,牧棚の隔障機能を定数的
に把握するために,棚外採食指数を案出し,これを用いて隔障機能の高い牧棚構造を明らかにし
た銑さらにこれらの研究成果にもとついて耐雪性,耐久性に優れ,隔 障機能の高い慣行型に代 る
牧棚を試作開発し,現地試験を重ね,研 究成果の妥当性を実証した。
以上の成果は,こ の分野の学術の進展に寄与するところが大きく,審査員一同は,著者に農学
博士の学位を授与するに値す ると判定 した。
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